
養 愚 藏 所 傳 の 四 勸 こう し・て

　 　 　 有 　 坂 　 秀,琶

　 カ 「 ルグ セン氏年擦ると・層古代支那語の四聲
は ・現 代 の北 喬 系 統 の諸:方言 で は 左 の や う に變 化

して ゐ る(Bemhard　 K:arlgre聖:Etudes .sur　la　ph伍

no】091e　cllinoige　581-586頁)。

　 第 一,,訛 京 晋 で は.

.1・ 陰 挙..古 の平 聲 の清 。次 清,及 び 古 の入 聲 の

　 　 　 γ 部

2・ 陽 平 古 の 雫聲 の 濁 ・次 濁 及 び 古 の入 聲 の

　 　 　 一部 　 .、,、.,.∵ 醐..

a上 聲 古 の上 聲 の清g次 清 ρ次 濁,・及 び 古 の

　　 ,入聲ρ「部 、　　　　　　　 、。一

舎 去撃 雀0‡ 聲の濁 古の去聲の全部・及び

　　　古の入聲の一部

、・第二玄漢口書及び四川音では, .・　 .、　 「　三

ユ・漂 李 賓 鮃 聲の瀞 次清 ・　 .ご

,2∵陽李 古の卒聲の濁 ・家濁卜及び古の入聲の

こ　 　 全部`　 　 　 _.∫ 己ご:

・・3・上聲 『声の‡聲ρ滑 ・率清 焦次濁 ...、、 ・

鴎 去聾 古の半聲の濁 及び古の去聲の全蔀.

第三浦 京昔及.び捌 悟 では 玩 一デ ・隆1一

〕・,陰雫　古ρ乎聾の清 ・次清

'2・ 陽ZF ・古ρヱF聲ρ濁 ・…彡く濁

,,3・1上聲i古 の上聾;の清 ●次清g次 濁

・4・、去聲,古 の上聲 の濁1及 び古ρ去聲の全部

51入 聲　古b入 聲の全部　　…　　 :一・
..{・∴

(中原晋韻に於ては,古の築聲が陰干●陽甼に分れ,

古の上聲の濁が虫聲に轉 じてゐること,現 代北音

,と變 りが無 いd入 聲ほ獨立の一項としては立てら

価すポ古の入聲字は,築 聲 ●上聲 ●去聲の各項の

下に分づ℃寄寓せ しめちれ七ゐる。但.し,そ の芬

あ方が∫現 代の北京音の場合と大いに異なつてゐ

るどい廊 撒 は注章す攣 である6γ 『　 、

　 思ぶに・'これちめ諸體系め中では,.南京喬及び
コ　　　　　　 リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロロ　　　　　　　 ミ　　　　　　 さ

揚州音め形が最も原形た近いものであ鉱 その中

の碑 が柳 聲囀 じ瀦 琅 凶川言嘆 曙 め
形焦,或は北京昔ρ形などを生するに至つたもの」と

考へられる。つま り,,北音系統のアクセン トの組

形はザ大體下のやう煮 も¢1で}は なかρ た ら う

か 。

　　　古の四聾　　　　　　北晋アクセン}の 祗形'

尊く欝 甕 ・1'1瞬

雲三鷲 畿 蒸
　　 入一清 ・訳清 ・濁 ・次濁 　・　 入 　 　'　 ・　 '

　 も=つとも,現 代の南京や揚州め入聲はゴ音麾に聲

　 門閉鎖習を持ってゐるのであるが,北 書アクゼシ'

　 `トめ組形でほ;'入盤は未だ'P,・ガ証まほ 唄U1≦VQiced'

　 血6di島e・b2　d・(r),9・のや うな明瞭な誓尾を保存 し

　 てゐたかも知義なV・ゐー　 ∵ご　　　　　・
..・'かやうに,貌 代支部諸方言のナクセン'トあ發逹

　 を考へるについてほ,古 代如 飜 に於ける頭昔め

　 清濁を考に入れなければなちないのであるが∴書

　 の高低 ど清濁 とめ 關係の最 も歴然とLで1ゐ るの

　、は,現 代諸方言の中では果方言である6參 考のた

　 めゼごとに,私 が支那入から直接聽がせてもちつ

,,・ラヒー例を擧げよづ。但 し,殘 念ながら1材 料 は老

　 め純粹さを保證 し難い。何故なら,發 昔者}ま,1汢 一
.7蘇 省の酬 に穢 め時まで育つた人である茄 そ

　∫め家族は木來江陰の 人で あ り,且,'こ の入自身
π1ま・その後二十年近い今日・まで.父 母と共た,多 『

　 くは北方で暮 し,一 度 も郷里に 歸つた ととが 無

　 "。 但 し・その閥三四年ほ上海に居たことがある.

　 .1といぶ。(常州 ・江陰層上海は,.趙元任氏の 「現代

、,呉語的研究ヨに據れば,い つれ も呉方言の鎖域た

　 .屬してゐる。)ての入bア クセン ふは,・全部で七型

　 ある。普の高低昇降を曲線で略示すれば,大 禮左

　 .のやうになるo　　　 冒　 、　 、　 .　　　 い

　、(陽上と陽去と同形であるか ら・,,結局全部で七型'年
なる。入聲は…音が短 くて,末 尾に聲門閉鎖音

がつ栖てゐるb)かくg)如 くザ甼上去入の各聲がそ
・れそれ陰陽に分れ

,ア クセン ト全體が綺麗に上下

の二系列に分たれてゐる。これらの二系列は如何

」煮 る條件によつて分;たれてゐるかと坐ふと阪



11・陰 雫 　古 め 乎聲 の清 ・次 清 　 「'・　 F　　 ・'二

2!陽 雫'古 の季 聲 の濁 ・次 濁 .∫ 畠　 ゴ`由'

　 3・陰 上　 古 の上 聲 の 清 ●次 清 ●次 濁 　 　 　 　当

　4.陽 上 　 古 の上 聲 の 濁 　 　 　 　 　 一　 ・.　 」

　 5气 陰 去 　 古 の 去聲 の清 ・次 清 　 　 　、1∫P、 ・
・6・陽 去 古 の去 聲 の濁 ●次 濁　 一　 　

,.　 .

凱 陰 入 古 の 入 聲 の清 っ次 清 　 　.　 '.　 '・

.8・ 陽 入 　 古 の 入 聲 の濁 ・次 濁' ,,　 　 .　 ,

殊 に面 白 い こ と に は,呉 方言 で は,古 の清 皇次 清 咳

濁 ・次 濁 の匿 別 が,現 今 の音韻 状態 の上 に その ま

Σ保 存 され て ゐ る。故 に,p,　 t,馬 馬 ち 筋 翌Xλ.

叉 はp～t～k～ts`,　 co`,で 始 る昔 節 は必 す 上 系 列.

に屬 し.b,　 d,9,　dろ 拓,v,/z,　Z忍(こ れ らの 聲 門.

飲 態 に つ い て は趙 元任 氏 著r現 代呉 語 的 研 究 」'37

-28頁 を參 照 せ られ た し6)で 始 る晋 節 は必 す 下

系 列 に屬 す る ので あ る 。郎 ちゼ無 聲 の破 裂 音1唖『摩

擦 音 ・ア フ ・リカ ー タ で始 る音 節 は 必 す高 《ガ 有 聲.

の 破裂 音 ・摩 擦 音 ・ア フ リカrク で 始 る習 節 は必

す 低 い の で あ る。　 　 　 ,.　 　 　 　 』　 　、ゴ、r∵

　 ,悉曇 藏 卷 五 に 曰 く..二.,　 ・.∵　 一

ε哉 日本 國 元傳 二 音 。表 則平 聲 直低 哨 輕 有 重 。・ヒ

、上 聲 直 昂,有 輕 無 重 。去 聲 稍 引,.無 輕 無 重。'入聲

徑止 無 内無 外6準 中怒 聲.與 重無 別 。上 中 重音,靄 一

與 去 不 分 。　 　 ',　 .　 、.　 .・　 ∴ ・,,∵ 一;、

ひ金 則 聲 勢 低昂 與 表 不 殊 。但 以上 聲 之 重 稍 似 柑 二

合,、亭 聲 輕 重 始 重絡 輕 ゼ呼 之 爲 異。 唇 舌 之 問,亦

有 差 舛 」=　　 ・』'　 曹'..,卩7呻'.∫ 幽.ヤ

、1承和 之 末 正 法 師 來 。初 習 洛 陽,中 聽 太 原,終 學 長 畠

安 一 聲 勢大 寄 。 四 聲 之 中 各有 輕 重 。'干有輕 重 。鰹 一

亦 輕 重 。噛輕 之 重 者 金 之 怒聲 也 。上 有 輕 重 。輕 似 相

合 金聲 李 輕 。』上 輕 始 乎絡 上 呼 之b、重 似 金 聲 上 重,∴

不 裳 呼 之 。 去 有 輕 重 。 重 長 解 短 。 入有 輕 重 。重 儀

脛 昂 き..剛 　 ㌧'　 ∵`　 驢　 　 　 　 　 b

ら 元 慶 之 初 聰 法 師 來6久 住 長 安,・委 捜 進 士。・赤 遊

南 北,'熟 知 風 昔 。 四 聲 皆 有 輕 重 ・著 力 。平 入 輕 重

同 主 和 上 。上 聲 之 輕 似 正和上 上聲 之 重 。上 聲 之 重'

似 正 和:上準 輕 乏 重d干 輕 之 重 者 傘 怒聲 也 。但 呼 著

づ僞 今 別 也 る 去 之 輕 重似 自上 重b但 以 角 引 爲去聲

也6書 響 之 終,'妙 有 輕 重 。直 止 爲 輕,稍 昂 爲重 ゴ1・
　 　 じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　 ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ

既 中著ガ赤怒聾也。一 …　 一 凱

　 なほボ伺書め序の中に次の言葉がある。・:"　 一

　 我國奮來二家,載 無お去乏輕重1或 無甼去之輕 暫

重。薪來二氛 或上去輕重稍近,・或干上雫去相渉。

　唐會要た猿れば,天 寶十四年四月,玄 宗皇帝は

御撰の醐英五卷を集賢院 に付 し 之を繕寫行用は,

しめたといふ。王海引 く所の集賢記注に曰く 「天

寶末,"上以自古用雷不甚奩分,1陸 法言切韵又未能

釐革,・・乃改撰鷭英1仍 莓爲五卷。'舊韵 四 首 三 十

九∴薪加シ百五十一,合 五百八十・一」萬九千一百

七十七字∴分析至細。」と6四 百三十ヲして四百二十

ジしの誤が壬いふ。)韻にせよ∴五百八十韻 にせま,

之 を切韻の百九十餘韻,廣 韻の二百六韻に比する

時は,懿 ぐべ き多數ではないか。・そこで,王 國維

氏の如きはゾ これは普通の四聲 の各を清濁によρ

て更に細分したために韻數がこれ程 多くなつたの

であらう(觀 堂集林載林八)ど 言つてゐるが,さ

もあらうと思はれ る。詳 しぐは同氏の詮を參照 し

ていただきたい。王氏も引いてゐるがジ切韻序に

「欲廣丈路,盲 訂清濁皆麺。若賞知音,邸 須輕重

有異。」と言ろてゐるめに據 るお 清濁の差異に從'

つて一々韻目を£つぺきか,:それ とも清濁を併せ

て伺一韻目の下に牧むべきかについては,廐 に切

韻編纂當時か らいろいろ議論示有つた¢)で:ある。・・

此靂に清濁 と言ひ叉輕重と言つてゐるのほ・畢竟

同一事を別芳面から言ひ表 したものビ過津な匝と㌧.

思はれるb悉 曇藏 に引 く所の 正法師め 所傳め如

きlr四聲の中に各輕重有 り6甼 に輕重有 り6輕 に

赤輕重あり圏。」といふので;あるか ら,合 計九つ9型

鮪 ρたことゆ る・而 しで 鹽この韓1鹹 右
た述べ來つた所か ら推すに,や はり清 濁に拌ふ昔

調の差異を指 して言つたものと想像 されるめであ

ちパ ・　　 ・一,ゼ …　　・.…昌・〆 ・∵　　∵

殊 につ悉曇藏で第』に引いてゐる衾の西聾をの

前た推定 した北暑テクゼゾ トめ組形 と庇較ずる蒔

は,甚 だ面白"事 實が見られる6帥 も,假 た,輕

重の別 を清濁に俘ふ習謫の差異と解 しヂ怒聲 を次

濁晋のことと考へるなちば

ゴ 表の尋劉 τは・「輕有 腫 有 り。」北昔アクセン

　　　 玉の組形では,平 聲は陰平 』く清 ●次清)と

　1'陽 平 て濁 ・次濁)と に分れてゐたb

lグ 表め上聲 にぽ:「輕有 りて重無 し。〕北書アクセ

　　　 1シトめ組形では1:上聲に搾濁昔が無かつた。

∵ ∵(鰍 篭ら・古ρ二躑 の濁は・凱に去蛛
う'"… 瞥入 してゐたから

。)'　　　　　　 `1∴



　 8・齟表 の去聲にはイ輕無 く重無 し。」北音アグ ヒン

　　 1・ゆ 組形で鴎 ま聲 には陰去 ・陽去の別が

　　　 無 く,清 ・次清 ・濁 ・次濁いつれも一・型の

　　 :ナ 中に含まれてゐたっ　　　　　 '.

　街 表ρ入聲 に嫁 「内無 く外無 し9」この内外め意

　　　 妹は未だよく分 らな.いが乳兎に角,北 音ア

　　　 .クセン}ρ 組形では,入 聲 に唯噸犁のみで

　　 ,、φりド陰入 。陽入の別は無かつた。.

　 5,ll表の四聲では 陣 ρ申の怒聲は重 と別無 し。」

、_塒 ア・セ ン}の 組形では・姻 は乳囓 、

　　　 忙於ては濁 と同 じ型(陽 ヂ)に屬 してlb孝 。

　　　 に れは・上聲の:場合と違ふ所であ;5・)

　⑨ 表の四聲では 「上の申の重音は去 と分れす。丿

　　 、.北音アクセント4)組形では、古の」盤 の濁

　.・,尸ほ去聲に轉入 してゐた5　 "㌧

、ζ.ζで,怒 聲といふ術語について少 し読明 して蠢

力・なりれば準らない。悉 曇藏卷二に日ぐ 「叉以曝ピ・

輝六聲五九各呼亦有韻紐。其五五字有五例聲。五'

翼rr・「い初二柔聲,次 二怒聲,後r・ 非柔帑聲。以
　 　 もコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 む　てラ

齣 雨種 字 犂 歸 第 翠一 字 ・筆C下 略)」　 と。・つ ま り・

悉 曇 の眦 聲(閉 鎭 音 〉「に 於 て,調 音樣 式 に よつ て

今 たれ た 五 系 列 の 中,第 「一系 列k,c,　 t,ちp及 び,

_第 二系 歹g・kh、,ch,画5　th孑1海1は 共 に:柔聾 と賢誓≧ば れ,

　第 三 系列9・ ・5・¢d芝 も 及 び 第 四 系 列9h・jh・4h・

　典bhに 共に懇聲 ξ呼ばれギ第五系列fb馬 恥r、

　P・珥 は非柔怒聲と呼ばれ るのであるPく この事は'

　灘嚴の悉曇三暗鈔 には,分 り易 く表で示 してあ

う・)つま:り,懸聲 とは・棘 は悉曇家で梵語の卩

　的な有聲閉鑞喬を緬稱 し乖名でφる。然るに乳唐

　中葉以降の長安標準語に於ては,明 泥娘疑日諸母

Q頭 音馬 特定の蜘 ゆ 下に在る場合を除 く外・

、:憎般に越瞽 卑丶蝿・PJ・・囎,】堵 のやうに發音され

雪ゐ驚 ⑲ ・}9・…Et・dGS・u・1・ph。 ・。1・gi・嚇
・noi8e　577・r58ρ-頁

男羅常培氏著「唐五代西北方音」
・6頁,29」 寧・頁 ・42+・43購 參照)・從つて・

日本灘 で臨 各,バ 行 ・獅 ・.ダ行 ・.ガ行 ●ザ

　行の昔になつて居 る。果・不室三藏等 當時長安
』『地方に在住レた諸家の悉曇樹註ρ文字に於ては,

梵藷の.3,.1幽 繭 圃 しては,各 ・卿 娘泥明

母嚥 宇を充てるのが匈でφる1(安然の「穉 劇

卷五・・雑 囈 文」第二+聯 三節臓 高畑彦次 ・

　.郎氏論文 「支那語の言語學的研究(七)」 等參照)。

この最後の事質から,発 語の惚 鮒 と支那諮のll

次濁音とを同一・覗する考が生じ,.やがてゼ支:那語 ・.

の次濁昔が直ちに 『「怒劃 と呼1潮1る やうになつ

てゐたのではなからうか1'と 想像 することは1必

す しも不穩當なご乏ではなからう.と思ふ6

　　かやうに老へて來 る占 型の分れ方に於てg表

の四聲はジ前 に二推定 した北昔 アク舜 潔}の 耐形

と,全 くよく二致 してゐ るのである・葡 して・現

代支那諸方言の中で,'ア ク'セ.シ築の型の分れ方に

'於 て表の四聲に近い形を示してゐるものは,髄北昔

係 の諸方言を措 いて外に独見H～訓tなV・6さ て・

現代の北昔系の諸 方言は・大體に於セ所謂官話の ,

系統に屬 しジ もしくは,官 話 とごく近い親縁關係

　を持つ方言にして而 も著 しく官話の影響を蒙つて

、,ゐるものである。抑,官 話はゼ宋金元以來,首 都 ∫

1,の所在地であつた東北地力に發逹 し來つた標準語
'響あ 蛎 次第にその勢力を擴張 して・ つひに支那

・本土の北部中部西部を含む癢大な地域を被ふに至

嘗つた ものである6、思ふに,表 の言語はザ官話の先

、1組,も しくはそれとごく系統わ近い方言でななか

、1ったらうか。帥ち・正法師冬聰法師の所傳が洛陽

1∵長安など西北支那地方のアクタ ソ トであつたのに

ゴ對 し,表 の所傳は寧ろ東北支那の或地方のアクセ

、、ントではなかつたらうか。悉曇藏の序に於て,『正

..,法師や聰法師が 薪來二家と呼ばれて ゐるのに對

!L,表 ・金は舊來コ家ど呼ばれてゐる。故 に,表 層

・.ドも金 も共に日本へ渡來 した入であ らう。而 しでザ .
"表や金の年代については

,承 和以前といふことが

,、・知 られるのみであるけれ ど,'兎 に角歯聲について

　 {ζれ程詳 しい口傳 を殘 してゐる位であるか ら,大

　↓ て古い時代の人ではあり得 ない石恐 らくはやは

　ゆ唐代の人であらう。.＼　 .・鹽　 ∫　 ・

　　 當晦 我が留學生の主要湘 的地眼 安であつ

.ざたし,留 學僣の多くの者 も亦 ここに學んだのであ

、幽るから嘶 謝 正劑 と1し磯 が國囀 へ られた

、停 音が大髄長安のものであつたことは事實であら

　 ・う。併 しなが らL長 筆昔を標準とすることについ'

、密 は・支那人 め中で・さへ も異論が 存 した。例へ.

、μ 李渺 如きは・・洛齬 蘇 下の標準 拷 へて

　 ゐたのである。我が國には,隋 以前に於て{斃にい
・ンろいうな系統の字習の傳へ られてゐたことが想像
る　　'驚 酵 のでうるカ㍉添 曇戴 【4耳輝 殖 噸 く】

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ●

1工iσ貢右欄より¶】 の 右の記載ば 隋唐以來我が國

.'沈傳へられた字晋の申にも,'かな・りいろ"う な地1

・;:方がら出たものの存在すること遊i致べてくれる點

で,甚 だ興味を惹 くもめである。'"・

隋唐時代の支那砺 鰍 態にり匠 は;雜 誌方言

1第六卷第一笛所載の拙稿 ・「隋代ゐ支那方膏」め`中
忙,沙 しく・卑見を述べて 蓄"た6但 し,そ め串
♪で

・嬾 序のr江 東取韻與河北復掬1を"「 江東に.

顧 を取れば河北 と復殊な り。コと讃んだめは誤であ

1つて・r江 東韻を取ると巴河北乏復殊なり。」と讀

むkき ものであつたといふζと毎1ζ ζに附言 し

・て發き'～ζ・v・9.(了冫一 … .ン..
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ∫i〃『㌦」


